
◆石油系溶剤の購入量

◆石油系溶剤廃棄量
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事業内容 クリーニング業

No.82 株式会社ハニードライ　本社工場
認定
区分

その他

13,179ℓ/年　→　5,431ℓ/年　　削減量7,748ℓ/年（前年比-58.8%）

  1,560ℓ/年　→　   390ℓ/年　　削減量1,170ℓ/年（前年比-75%）

【洗浄・回収乾燥・溶剤再生システム構成図】

従業員数 52名

電　　話

◆真空蒸留器
　洗濯後の汚れた溶剤を汚
れ残渣ときれいな溶剤に分
け、溶剤を再利用します。

◆高回収乾燥機
　脱液後の洗濯物に残った
石油系溶剤を回収し、再利
用します。

〈「洗浄・回収乾燥・溶剤再生システム」導入による効果〉

　昭和２９年に創業し、下関市を拠点として、下関市・北九州市でクリーニング業
等の事業を運営しており、当事業所は、展開する全てのクリーニング取次店（40
店舗）のクリーニング工程を担うクリーニング工場です。
　下関市における市場シェアは70％以上であり、衣類・寝具等のクリーニングを
通して、下関市で暮らす皆様の衛生基盤を支えています。

　通常のドライクリーニングでは、使用後の石油系溶剤は活性炭フィルターでろ
過・再利用するものの、汚れが蓄積するため、一定期間使用後、廃棄しています。
　また、洗濯物を脱液した後、石油系溶剤で濡れた洗濯物を乾燥させる際に、石油
系溶剤を大気放出するため、ロスが発生しています。
　上記状況を踏まえ、当社では、石油系溶剤の購入量を大幅に削減し、再利用を可
能とする「洗浄・回収乾燥・溶剤再生システム」を導入し、限りある資源の有効活
用及び廃棄物発生量の削減を図っています。
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